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 第 7 回アジア太平洋適応ネットワーク (APAN) フォーラム  セッション・レポート 

世界適応ネットワーク（GAN）：現在と未来 

 

 

日時：    2021 年 3 月 10 日 (水) 10:00 ～ 11:05 (日本時間） 

場所：    インターネット配信 

主催：    世界適応ネットワーク（GAN）、環境省 

視聴者数： 91 (APAN フォーラムオンライン会議システム上のセッション視聴登録者数) 

 

概要： 

本セッションでは、世界中から気候変動適応を推進するパートナーを迎え、国際的な適応の知識共有プラッ

トフォームである「世界適応ネットワーク(GAN)」の成果を発表した。GAN のパートナーや様々な機関の代表者

から、GAN の歴史や現在の活動、将来の方向性などに主に焦点を当てた発表が行われた。GAN の下での地

域の取組として位置付けられている APAN に代表されるような、各 GAN 地域適応ネットワークの連携強化や、

UNFCCC プロセスへの貢献、科学的根拠に基づく具体的な適応策の推進・実施に向けた科学者・研究者・地

方自治体の連携強化支援など、今後の活動への期待と方向性について議論が行われた。各 GAN 地域適応

ネットワークは、GAN がどのようにしてネットワークの活動を拡大してきたか、各地域ネットワークの成功事例と

今後の GAN における活動の展望を共有した。最後に、UNFCCC や EPIC ネットワークなどの GAN の重要なパ

ートナーが、GAN の活動の中で最もインパクトのあったものは何か、GAN とどのように協力してきたか、そして

GAN の今後の方向性を提案した。 

 

セッション構成： 

・ 本セッションは、APAN フォーラムのサイドイベントとして実施された。 

・ 日英同時通訳あり（Zoom 画面上にて言語選択可）。 

・ 英語版（オリジナル）を閲覧するためには、事前に APAN フォーラムオンライン会議システムへの登録要、

日本語版は Youtube の専用チャンネルにて LIVE ストリーミング配信を行った。 
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プログラム： 

総合司会 渡邊 正孝 

中央大学研究開発機構教授／世界適応ネットワーク（GAN）運営委員会議長 

開会挨拶 近藤 智洋 

環境省 地球環境審議官 

パネル 

ディスカッション 

登壇者： 

リス・ムリン・バーナード 

GAN 事務局長／国連環境計画(UNEP) プログラムオフィサー 

 

ジナ・マッカーシー 

アメリカ連邦政府 国家気候アドバイザー 

 

スーザン・ガードナー 

国連環境計画(UNEP) 生態系局 局長 

 

ユスフ・ナセフ 

国連気候変動枠組条約（UNFCCC）適応部ディレクター ／ 政府間支援・協働部ディレ

クター代理 

 

エドナ・オディアンボ 

EPIC アフリカネットワーク ユース代表／ ナイロビ大学 

 閉会 
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レポート（要約版）： 

 

2010 年に設立された世界適応ネットワーク(GAN)は、設立当初から日本と米国が中心メンバーとしてその活

動を支援・推進してきた。GAN は、APAN、REGATTA、EBAFOSA、WARN-CC、Eco Adapt といった世界のほと

んどの大陸にまたがるネットワーク組織を繋ぐプラットフォームして機能している。これらのネットワークは、それ

ぞれの地域で、気候変動適応に関する知見を様々な方法で提供、交換している。今回のスペシャル・イベント

では、GAN のネットワークやパートナーにおけるハイレベルなリーダーから若者代表まで、様々なメンバーから

のビデオメッセージが届けられ、活動の進捗報告がなされると共に、各地域ネットワークとの連携強化や

UNFCCC への貢献など、GAN の未来への期待も紹介された。 

開会挨拶を行った環境省地球環境審議官の近藤智洋氏はまず、日本政府が 2020 年、脱炭素社会への移

行のための政策を強化することで、2050 年までにカーボンニュートラルを達成すると宣言したことに言及した。

また、日本には気候変動適応について定めた個別法があり、すべての関連政策に適応の視点を組み込んでい

る。さらに、地球規模での適応能力を向上させるために、日本は AP-PLAT（アジア太平洋適応情報プラットフォ

ーム）を立ち上げ、必要な科学的知識を提供するとともに、政策立案のための地域の適応能力の開発を支援し

ている。 

アメリカ連邦政府国家気候アドバイザーのジナ・マッカーシー氏は、バイデン大統領が、クリーンエネルギー

の推進により経済を活性化し、雇用を創出し、環境正義を実現するために、政府全体で気候危機に取り組むこ

とをすでに約束していると述べた。アメリカにおいても近年、気象関連災害は多発している。これらの脅威に対

し、より強く、より賢く、より安全に復興するため、世界は GAN のようなパートナーから学んだ教訓をもとに適応

活動を行っていく必要があり、今後の GAN の活動に大きく期待しているとした。 

国連環境計画(UNEP)生態系局局長のスーザン・ガードナー氏は、UNEP は生態系に基づいた適応(EbA)と

自然に基づいた解決策(NbS)に焦点を当てることで、GAN との新しい中期戦略を達成したいと考えていると述

べた。UNEP はこれまで 50 以上の EbA プロジェクトを支援してきたことに加え、Global EbA Fund や Adaptation 

Fund Private Innovation Accelerator など、世界中の政府が適応のための資金にアクセスできるよう支援も行

っている。 

国連気候変動枠組条約（UNFCCC）適応部ディレクターのユスフ・ナセフ氏は、GAN が、現在の変化が著しい

世界の中で、これまでと同様に重要な役割を果たしていることを強調した。GAN は、気候変動に対して強靭な

開発の政策立案と実施を支援するために、適応に関する知見を動員するための重要な触媒としての役割を果

たしている。GAN は、適応に関する知見の育成と共有を目的とした、地域間の大規模な取り組みであり、その

有効性は、適応に関する知見をまさに生み出している主体が中心となっていることにある。若者、学生、大学な

どの研究機関は、適応における変化の担い手（チェンジ・エージェント）である。大学や研究機関との連携、そし

て民間や公共部門との連携は、適応行動をさらに促進するための鍵である。 

EPIC アフリカ・ネットワーク、ユース代表のエドナ・オディアンボ氏は、大学、地方自治体、コミュニティの間で

教育パートナーシップを確立するユニークな活動である APIC ネットワークの、アフリカ地域における実践例を

紹介した。EPIC モデルでは、既存の授業科目を活用して、コミュニティや地方自治体が選定したプロジェクトを

推進することで、学生にリアルタイムの学習体験を提供している。これにより、学生は、実際にコミュニティを動

かし、適応プロジェクトに取り組む地方自治体の活動を学ぶことができている。 

GAN 事務局長のリス・ムリン・バーナード UNEP プログラムオフィサーは、GAN のこれまでの活動を振り返

り、LAKI、CAKE、REGATTA などの世界中のパートナー機関からのビデオメッセージを紹介した。 

最後に閉会の挨拶として、GAN 運営委員会議長の渡邊正孝教授は、脱炭素社会の実現に向けた機運が加

速すると同時に、各国で適応行動も実施され、投資が促進していると述べた。膨大な情報や知識が GAN のネ

ットワークを駆け巡り、蓄積されている。GAN の役割は、グローバルレベルでの気候変動にレジリエントな開発

の計画・政策立案・実施を支援するために、適応に関する知見を動員することである。異なる気候、文化、社

会、技術的背景の下で各地域に蓄積された適応の知見を触媒的に活用することには、大きな意義がある。

GAN というフォーラムは、気候変動適応における解決策を議論するための有効な機会を提供し続けていく。 


